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は
多
く
の
賀
詞
が
入
っ
て
お
り
、「
そ

の
違
い
は
何
だ
ろ
う
」
と
思
い
、
調

べ
て
み
た
▼
年
賀
状
の
冒
頭
に
用
い

ら
れ
る
賀
詞
に
は
、「
賀
正
」「
迎
春
」

「
謹
賀
新
年
」「
恭
賀
新
年
」
な
ど
が

あ
る
。
そ
の
他
に
も
、
一
文
字
の
賀

詞
に
「
寿
」「
福
」「
賀
」「
春
」「
禧
」、

二
文
字
に
は
「
新
春
」
「
初
春
」
「
賀

春
」「
頌
春
（
し
ょ
う
し
ゅ
ん
）」「
慶

春
」
「
寿
春
」
、
四
文
字
に
「
謹
賀
新

春
」
「
恭
賀
新
春
」
「
敬
頌
新
禧
（
け

い
し
ょ
う
し
ん
き
）
」
な
ど･

･
･

▼
こ

れ
ら
の
う
ち
、
「
寿
」
「
福
」
な
ど
の

一
文
字
の
賀
詞
、
「
賀
正
」
「
迎
春
」

な
ど
の
二
文
字
の
賀
詞
は
、
友
人
や

同
僚
な
ど
親
し
い
間
柄
や
目
下
の
相

手
に
は
使
え
る
が
、
目
上
の
相
手
に

対
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
ら
し

い
。
そ
の
理
由
は
、「
寿
」
で
あ
れ
ば

「
め
で
た
い
」「
福
」
は
「
幸
せ
」、「
賀

正
」
は
「
新
年
を
祝
う
」
、
「
迎
春
」

は
「
新
年
を
迎
え
る
」
と
言
っ
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
相
手
に
対
す
る
敬
意

や
丁
寧
さ
に
欠
け
る
か
ら
と
い
う
も

の
▼
い
っ
ぽ
う
、
四
文
字
の
賀
詞
は
、

「
謹
賀
新
年
（
つ
つ
し
ん
で
新
年
の

喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
）
」
「
恭
賀
新

年
（
う
や
う
や
し
く
新
年
を
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
）
」
「
敬
頌
新
禧
（
う

や
う
や
し
く
新
年
の
喜
び
を
お
た
た

え
申
し
上
げ
ま
す
）
」
と
い
う
よ
う

に
、
丁
寧
さ
も
あ
り
、
敬
意
も
表
し

て
い
る
た
め
、
目
上
の
相
手
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
▼
四
文
字

の
賀
詞
は
、
目
上
の
相
手
に
限
ら
ず
、

友
人
や
目
下
の
相
手
に
も
使
え
る
。

ま
た
、
文
章
や
英
語
の
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ

ｙ 

Ｎ
ｅ
ｗ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｒ
」
も
相
手

を
問
わ
ず
使
え
る
た
め
、
相
手
に
よ

っ
て
賀
詞
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
は
、
四
文
字
・
文
章
・
英

語
の
賀
詞
を
使
う
の
が
無
難
の
よ
う

だ
。「
民
主
島
根
」
新
年
号
の
賀
詞
は
、

「
謹
賀
新
年
」
に
し
た
。 

 
(

遠) 

年
末
は
毎
年
何
か
と
慌
し
く
、

年
賀
状
は
大
晦
日
か
元
日
に

パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て
作
成

し
て
い
る
。
年
賀
状
ソ
フ
ト
に
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１
１
年
ぶ
り
の
中
国
ブ
ロ

ッ
ク
議
席
奪
還
か
ら
２
年
―

約
４
０
回
の
論
戦
を
通
じ
て

中
国
地
方
に
暮
ら
す
皆
さ
ん

の
声
を
安
倍
政
権
に
ぶ
つ

け
、
願
い
実
現
へ
全
力
を
尽

く
し
て
き
ま
し
た
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
「
異
常

な
対
米
従
属
」「
異
常
な
財
界

中
心
」
の
姿
勢
、
民
意
無
視

の
姿
勢
に
そ
の
都
度
ぶ
つ
か

り
、
悔
し
い
思
い
を
し
つ
つ

こ
の
間
の
日
本
共
産
党
の

躍
進
が
、
国
民
の
た
た
か
い

と
結
ん
で
政
治
を
動
か
す
大

き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

来
る
べ
き
総
選
挙
で
、
さ

ら
に
皆
さ
ん
の
期
待
に
こ
た

え
ら
れ
る
よ
う
大
躍
進
を
勝

ち
取
る
た
め
に
も
、
日
本
共

産
党
を
も
っ
と
大
き
く
し
な

け
れ
ば
。
次
代
を
担
う
若
者

た
ち
と
大
い
に
語
り
合
い
、

仲
間
に
迎
え
る
先
頭
に
立
つ

決
意
で
す
。 

世
界
で
は
、
核
兵
器
の
違

法
化
に
向
け
た
流
れ
が
大
き

く
発
展
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
７
年
を
画
期
的
な
成
果
を

勝
ち
取
る
年
に
す
る
た
め
に

も
、
被
爆
者
の
み
な
さ
ん
の

命
を
か
け
た
闘
い
を
引
き
継

ぎ
、
多
く
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま

す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
Ｉ
Ｒ
）
整
備
促
進
法
」
→

実
態
は
賭
博
解
禁
法
、「
部
落

差
別
解
消
推
進
法
」
→
部
落

差
別
永
久
化
法
・
・
・
。 

 

自
由
民
主
党
は
、
自
ら
の

看
板
「
自
由
」
も
「
民
主
」

も
捨
て
、
異
常
な
「
ア
メ
リ

カ
い
い
な
り
」「
財
界
中
心
」

政
治
へ
突
進
し
て
い
ま
す
。 

 

新
し
い
年
を
、
こ
の
２
つ

の
異
常
を
正
し
、
政
治
を
変

え
る
出
発
点
に
し
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

市
民
と
野
党
が
力
を
合
わ

せ
、
民
主
主
義
と
暮
ら
し
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。 

議
案
法
案
の
呼
び
名
も
、

〝
ゴ
マ
カ
シ
〟
に
重
き
が
置

か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。 

内
閣
提
出
議
案
で
は
、「
環

太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
条
約
」
→
実
態

は
主
権
喪
失
条
約
、「
将
来
年

金
確
保
法
」
→
年
金
カ
ッ
ト

法
。
昨
年
は
「
安
保
法
制
」

→
戦
争
で
き
る
法
制
・
・
・
。 

国
会
議
員
提
案
議
案
で

も
、
「
特
定
複
合
観
光
施
設

2017 年 

 

 

 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
・
関
連
法
、

年
金
カ
ッ
ト
法
、
カ
ジ
ノ
推
進

法
な
ど
、
安
倍
政
権
の
民
意
無

視
、
国
会
軽
視
の
暴
挙
に
怒
り

が
収
ま
ら
な
い
ま
ま
新
年
を

迎
え
ま
し
た
。 

 

今
年
を
、
安
倍
政
権
を
退
陣

さ
せ
、
憲
法
を
守
り
生
か
す
政

治
を
実
現
す
る
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
年
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 

昨
夏
の
参
院
選
で
、
野
党
と

市
民
が
大
義
の
旗
を
掲
げ
、
本

気
の
共
闘
を
組
め
ば
、
安
倍
政

権
を
打
倒
で
き
る
こ
と
が
示

さ
れ
ま
し
た
。 

 

早
期
の
解
散
・
総
選
挙
も
取

り
沙
汰
さ
れ
る
な
ど
緊
迫
し

た
情
勢
で
す
。
市
民
と
野
党
の

共
同
と
日
本
共
産
党
の
躍
進

で
「
野
党
連
合
政
権
」
の
扉
を

開
き
、
新
し
い
政
治
を
つ
く
る

年
に
し
ま
し
ょ
う
。 

も
、
そ
ん
な
安
倍
暴
走
政
治

は
許
さ
な
い
と
い
う
市
民
運

動
と
野
党
共
闘
が
、
国
会
で

も
中
国
５
県
の
各
地
で
も
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
広
が
っ
て

い
く
、
そ
う
し
た
現
場
に
幾

度
と
な
く
、
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

「
政
治
に
は
人
の
命
が
か
か

っ
て
い
る
」
―
こ
の
言
葉
を

肌
身
で
感
じ
て
き
ま
し
た
。 

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、

カ
ジ
ノ
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
、

年
金
カ
ッ
ト
法
、
自
衛
隊
の

Ｐ
Ｋ
Ｏ
活
動
に
新
任
務
と
し

て
「
駆
け
つ
け
警
護
」
な
ど

付
与
す
る
戦
争
法
の
具
体

化
、
住
民
の
安
全
を
後
回
し

に
す
る
原
発
再
稼
働
推
進
、

負
担
増
と
利
用
を
制
限
す
る

医
療
・
介
護
の
連
続
改
悪
な

ど
、
平
和
、
く
ら
し
、
将
来

を
脅
か
す
政
治
を
強
行
し
て

き
ま
し
た
。 

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
実
現
」
に
向
け
、
来

る
衆
議
院
選
挙
で
、
日
本
共

産
党
の
躍
進
、
野
党
と
市
民

の
力
で
、
安
倍
政
権
を
打
倒

し
、
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
ま
し
ょ
う
。 

野
党
連
合
政
権
実
現
し
、

新
し
い
時
代
を
開
く
た
め
、

全
力
で
頑
張
る
決
意
で
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

昨
年
ま
で
、
尾
村
利
成
県

議
秘
書
を
務
め
て
き
ま
し

た
。
活
動
を
通
じ
て
寄
せ
ら

れ
る
県
民
の
切
実
な
声
、
悲

鳴
。
尾
村
県
議
の
政
治
信
条

 

昨
年
の
臨
時
国
会
は
、
強

行
採
決
の
乱
発
が
記
録
さ
れ

ま
し
た
。
質
疑
も
「
す
り
替

え
、
ゴ
マ
カ
シ
、
答
弁
し
な

い
」
が
常
態
化
し
ま
し
た
。 
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政
治
に
は
県
民
の
命
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い

年
も
み
な
さ
ん
と
固
く
団

結
し
、
「
く
ら
し
と
命
を
守

る
議
席
」
と
し
て
全
力
で
奮

闘
す
る
決
意
で
す
。 

安
倍
政
権
は
、
給
付
を
カ

ッ
ト
す
る
年
金
の
改
悪
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
を
増
や

す
カ
ジ
ノ
法
、
日
本
の
経
済

主
権
を
多
国
籍
企
業
に
売

り
渡
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
国
民

の
大
多
数
が
反
対
し
た
３

悪
法
を
ゴ
リ
押
し
し
ま
し

た
。
い
く
ら
多
数
を
持
つ
政

権
・
与
党
で
も
、
何
で
も
数

の
力
で
押
し
通
す
こ
と
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

県
議
の
仕
事
は
、
県
民
の

命
と
安
全
を
守
る
こ
と
で

す
。
県
民
の
く
ら
し
が
困
難

に
直
面
し
て
い
る
時
、
安
倍

政
権
の
す
す
め
る
間
違
っ

た
政
治
を
県
政
に
持
ち
込

む
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
れ

に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
県
政

が
県
民
の
く
ら
し
の
防
波

堤
と
な
る
役
割
を
果
た
す

の
か
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い

ま
す
。 

県
政
は
、
国
に
対
し
て
、

県
民
の
立
場
で
発
言
し
、
行

動
し
、
国
い
い
な
り
の
政
治

か
ら
脱
却
し
、
「
住
民
の
福

祉
を
増
進
す
る
」
自
治
体
本

来
の
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
す
。 

昨
夏
の
参
院
選
で
、
３
２

の
１
人
区
の
う
ち
１
１
選

挙
区
で
勝
利
し
た
の
に
続

き
、
秋
の
新
潟
県
知
事
選
で

は
、
楽
勝
ム
ー
ド
だ
っ
た
自

公
推
薦
候
補
に
６
万
票
以

上
の
大
差
を
つ
け
て
勝
利

し
ま
し
た
。
「
野
党
と
市
民

の
共
同
」
に
こ
そ
安
倍
政
権

を
倒
す
希
望
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
来
る
べ

き
解
散
・
総
選
挙
で
野
党
共

闘
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

全
力
を
挙
げ
ま
す
。 

共
同
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
、「
原
発
ゼ
ロ
」「
く
ら

し
最
優
先
」
の
安
全
・
安
心

の
島
根
を
ご
一
緒
に
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
は
中
間
選
挙
が
連
続

し
、
４
月
に
は
、
松
江
市
、

出
雲
市
の
市
議
選
、
奥
出
雲

町
、
隠
岐
の
島
町
、
邑
南
町

で
町
議
選
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

松
江
市
議
選
に
は
、
現
職

の
橘
祥
朗
、
吉
儀
敬
子
市
議

が
２
期
目
を
め
ざ
し
、
片
寄

直
行
市
議
の
後
を
継
ぎ
、
新

人
の
田
中
肇
氏
が
立
候
補
を

予
定
。
現
有
３
議
席
死
守
の

た
た
か
い
と
な
り
ま
す
。 

出
雲
市
議
選
に
は
、
井
原

優
市
議
が
３
期
目
を
め
ざ

し
、
新
人
の
後
藤
由
美
、
吉

井
安
見
の
両
氏
が
立
候
補
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
小
村
吉

一
市
議
は
今
期
限
り
で
勇
退

「
原
発
の
耐
震
安
全
性
を
確

保
す
る
上
で
、
適
切
な
基
準

地
震
動
の
設
定
は
極
め
て
重

要
。
規
制
委
に
対
し
、
立
石

雅
昭
新
潟
大
名
誉
教
授
に
よ

る
調
査
報
告
な
ど
も
情
報
提

供
し
、
最
新
の
知
見
を
踏
ま

え
た
厳
正
な
審
査
を
要
請
し

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

尾
村
氏
は
、
溝
口
知
事
に

対
し
、「
原
発
ゼ
ロ
の
島
根
」

の
決
断
を
強
く
求
め
ま
し

た
。 

原
子
力
規
制
委
員
会
が
昨

年
１
１
月
の
審
査
会
合
で
、

宍
道
断
層
東
端
や
そ
の
延
長

部
分
の
精
査
を
中
国
電
力
に

要
求
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

尾
村
県
議
は
「
境
水
道
や
美

保
湾
東
方
の
海
域
に
お
け
る

徹
底
し
た
活
断
層
調
査
と
震

源
断
層
に
迫
る
広
域
的
な
地

下
深
部
構
造
を
解
明
し
、
厳

正
な
る
基
準
地
震
動
の
設
定

を
」
と
要
求
し
ま
し
た
。 

岸
川
慎
一
防
災
部
長
は

国
の
強
力
な
誘
導
策
の
下

で
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

で
簡
易
水
道
と
上
水
道
の
統

合
が
進
め
ら
れ
て
い
る
問
題

で
、
大
国
県
議
は
「
国
か
ら

の
支
援
や
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
で
成
り
立
っ
て
き
た
簡

易
水
道
が
、
独
立
採
算
を
基

本
と
す
る
上
水
道
に
統
合
さ

れ
れ
ば
、
水
道
料
金
の
値
上

げ
が
予
想
さ
れ
、
実
際
に
値

上
げ
を
決
め
た
自
治
体
も
あ

る
」
と
述
べ
、「
住
民
に
と
っ

て
質
は
も
と
よ
り
、
料
金
で

も
安
心
で
き
る
よ
う
、
国
に

要
望
す
べ
き
。
生
活
困
窮

者
・
低
所
得
者
に
対
す
る
水

道
料
金
の
減
額
、
補
助
が
実

施
で
き
る
よ
う
市
町
村
と
協

議
・
検
討
す
べ
き
だ
」
と
求

め
ま
し
た
。 

溝
口
知
事
は
「
制
度
の
見

直
し
を
引
き
続
き
、
国
に
要

望
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
、

県
内
水
道
事
業
の
連
携
に
つ

い
て
は
「
市
町
村
と
幅
広
く

協
議
・
検
討
す
る
場
を
設
け

て
お
り
、
今
後
、
よ
く
研
究

し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 

 

尾
村
利
成
、
大
国
陽
介
の
両
県
議
の
２
０
１
６
年
１
１
月

県
議
会
質
問
の
続
報
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
の
大
平
喜
信

衆
院
議
員
と
衆
院
比
例
中
国

の
垣
内
京
美
予
定
候
補
、
中

国
５
県
の
衆
院
小
選
挙
区
予

定
候
補
ら
が
１
２
月
２
２

日
、
中
国
四
国
防
衛
局
（
広

島
市
）
を
訪
れ
、
米
海
兵
隊

岩
国
基
地
所
属
の
米
軍
機
な

ど
で
相
次
い
で
い
る
墜
落
事

故
の
原
因
究
明
や
安
全
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
の
飛
行
中
止

を
要
請
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

島
根
か
ら
、
む
こ
せ
慎
一

島
根
２
区
予
定
候
補
、
多
田

伸
治
江
津
市
議
、
西
村
健
浜

田
市
議
、
安
達
美
津
子
益
田

市
議
ら
が
出
席
し
ま
し
た
。 

し
、
現
有
２
議
席
か
ら
３
議

席
を
回
復
す
る
た
た
か
い
と

な
り
ま
す
。 

 

奥
出
雲
町
、
邑
南
町
で
は
、

現
有
１
議
席
の
確
保
に
挑

み
、
隠
岐
の
島
町
で
は
空
白

克
服
を
め
ざ
し
ま
す
。 

 

７
月
に
は
、
飯
南
町
、
美

郷
町
で
町
議
選
が
行
わ
れ
、

飯
南
町
で
は
現
有
１
議
席
確

保
を
め
ざ
し
ま
す
。
美
郷
町

で
は
空
白
克
服
に
挑
む
予
定

で
す
。 

 

１
０
月
に
は
、
安
来
市
、

浜
田
市
の
市
議
選
、
吉
賀
町

で
町
議
選
と
、
相
次
い
で
た

た
か
わ
れ
ま
す
。
安
来
市
で

は
、
昨
年
１
０
月
の
補
欠
選

 

「
安
保
関
連
法
（
戦
争
法
）

の
廃
止
を
求
め
る
し
ま
ね
総

が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

は
１
２
月
１
９
日
夕
、
Ｊ
Ｒ

松
江
駅
前
で
集
会
を
開
き
ま

し
た
。
１
２
０
人
が
集
い
、

国
民
の
声
を
聞
か
な
い
強
権

政
治
を
す
す
め
る
安
倍
政
権

に
「
ノ
ー
」
の
意
思
を
示
し

ま
し
た
。 

 

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
、
日
本

共
産
党
の
尾
村
利
成
県
議
は

「
安
倍
政
権
の
暴
走
を
止
め

る
に
は
市
民
と
野
党
の
共
闘

を
強
め
る
し
か
な
い
」
と
強

調
し
、「
お
互
い
を
信
頼
し
、

心
を
一
つ
に
し
て
野
党
連
合

政
権
を
つ
く
ろ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。（
写
真
） 

 

民
進
党
か
ら
は
亀
井
亜
紀

子
県
連
副
代
表
が
、
社
民
党

か
ら
は
芦
原
康
江
市
議
が
訴

え
ま
し
た
。 

 

 

む
こ
せ
氏
ら
は
、
島
根
県

西
部
地
域
に
お
け
る
米
軍
機

低
空
飛
行
訓
練
の
騒
音
被
害

な
ど
の
実
態
を
訴
え
。 

大
平
氏
は
「
中
国
地
方
は

日
米
軍
事
一
体
化
の
一
大
拠

点
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

住
民
の
く
ら
し
と
安
全
を
守

る
た
め
に
許
す
わ
け
に
は
い

か
な
い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

２月１９日（日） 
１３：３０～ 

プラバホール（松江市） 

問い合わせ先 

中林（TEL：0852-25-5347） 

挙
（
無
投
票
）
で
得
た
議
席

と
合
わ
せ
、
複
数
議
席
に
挑

戦
し
ま
す
。 

浜
田
市
、
吉
賀
町
で
は
、

現
有
１
議
席
の
確
保
を
め
ざ

し
ま
す
。 


